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衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
三
タ
ン
ク
群
」
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
の
①
「
処
理
し
た
」
「
時
点
」

及
び
②
「
採
取
場
所
」
を
タ
ン
ク
群
又
は
タ
ン
ク
ご
と
に
お
示
し
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

Ｋ
四
タ
ン
ク
群 
①
平
成
二
十
八
年
度 

②
炭
素
十
四
に
つ
い
て
は
タ
ン
ク
の
中
層
、
そ
の
他
の
核
種
に
つ
い
て
は
タ
ン

ク
の
上
層
、
中
層
及
び
下
層 

 
 

Ｊ
一

Ｃ
タ
ン
ク 

①
令
和
二
年 

②
多
核
種
除
去
設
備
（
以
下
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
」
と
い
う
。
）
の
出
口
の
後
段
に
設
置
さ

れ
た
サ
ン
プ
ル
タ
ン
ク
の
中
層 

 
 

Ｊ
一

Ｇ
タ
ン
ク 

①
令
和
二
年 

②
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
の
出
口
の
後
段
に
設
置
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
タ
ン
ク
の
中
層 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
原
子

力
規
制
委
員
会
に
認
可
さ
れ
た
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
行
う
前
に
、
そ
の
都
度
、
当
該
海

洋
放
出
の
対
象
と
な
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
東
京
電
力
に
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お
い
て
、
当
該
海
洋
放
出
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
規
制
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
測
定
及

び
評
価
に
当
た
っ
て
そ
の
対
象
と
す
る
放
射
性
物
質
と
し
て
、
保
守
的
に
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
二
十

九
核
種
を
選
定
し
、
こ
の
選
定
の
考
え
方
を
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
係
る
実
施
計
画
に
記
載
し
同
委
員
会
に
提
出

し
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
国
際
原
子
力
機
関
の
確
認
も
経
て
、
同
委
員
会
の
認
可
を
受
け
て
お
り
、
加
え
て
、
風
評
に
よ
る
影

響
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
当
該
二
十
九
核
種
と
ト
リ
チ
ウ
ム
に
限
ら
ず
、
御
指
摘
の
「
六
十
四
核
種
」
を
含
む
合
計
六
十

九
核
種
を
分
析
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
お
い
て
も
、
「
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
」

（
令
和
三
年
四
月
十
三
日
廃
炉
・
汚
染
水
・
処
理
水
対
策
関
係
閣
僚
等
会
議
決
定
。
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
基

づ
き
、
当
該
六
十
九
核
種
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
海
洋
放
出
の
対
象
と
な
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
含
ま
れ
る
放

射
性
物
質
の
測
定
及
び
評
価
を
徹
底
し
て
き
て
お
り
、
第
一
回
目
の
海
洋
放
出
の
実
施
前
に
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
福
島
第

一
原
発
敷
地
内
に
保
管
し
て
い
る
タ
ン
ク
」
「
内
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
等
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
全
容
を
把
握
」
す
る

こ
と
は
必
要
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
な
お
、
御
指
摘
の
「
六
十
四
核
種
の
詳
細
な
測
定
」
に
つ
い
て
は
、
一
の
１
で

御
指
摘
の
「
三
タ
ン
ク
群
」
以
外
に
も
、
年
に
一
回
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
の
出
口
で
採
取
し
た
水
で
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
当
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該
測
定
の
対
象
と
な
る
水
を
タ
ン
ク
単
位
で
採
取
し
て
い
な
い
た
め
、
お
尋
ね
の
「
六
十
四
核
種
の
詳
細
な
測
定
を
行
っ
て

い
る
の
は
福
島
第
一
原
発
敷
地
内
に
保
管
し
て
い
る
タ
ン
ク
の
水
全
体
の
う
ち
ど
の
程
度
か
」
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な

い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
日
本
海
溝
外
縁
の
隆
起
帯
付
近
で
発
生
す
る
地
震
に
よ
る
津

波
に
対
応
す
る
防
潮
堤
を
平
成
二
十
三
年
六
月
に
、
千
島
海
溝
付
近
で
発
生
す
る
地
震
に
よ
る
津
波
に
対
応
す
る
防
潮
堤
を

令
和
二
年
九
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
ま
た
、
日
本
海
溝
付
近
で
発
生
す
る
地
震
に
よ
る
津
波
に
対
応
す
る
防
潮
堤
の
新

規
設
置
工
事
を
令
和
三
年
六
月
に
開
始
し
、
同
工
事
の
完
成
を
令
和
五
年
度
下
期
に
予
定
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
含
ま
れ
て
い
る
放
射
性
物
質
が
生
物
濃
縮
す
る
の
か
ど
う
か
」
及
び
御
指
摘
の
「
人
間

が
海
産
物
を
食
べ
た
場
合
の
内
部
被
曝
」
を
含
め
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
よ
る
人
や
環
境
へ
の
放
射
線
影
響
に

つ
い
て
は
、
東
京
電
力
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
評
価
し
、
取
り
ま
と
め
た
「
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
（
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
）
の
海
洋
放
出
に
係
る
放
射
線
環
境
影
響
評
価
報
告
書
（
設
計
段
階
・
改
訂
版
）
」
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
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出
し
、
令
和
五
年
五
月
十
日
の
同
委
員
会
の
審
査
書
に
お
い
て
「
人
と
環
境
に
対
し
て
の
影
響
が
十
分
に
小
さ
い
こ
と
」
の

確
認
を
受
け
る
と
と
も
に
、
国
際
原
子
力
機
関
が
公
表
し
た
二
千
二
十
三
年
七
月
四
日
の
包
括
報
告
書
に
お
い
て
「
人
及
び

環
境
に
対
し
、
無
視
で
き
る
ほ
ど
の
放
射
線
影
響
と
な
る
」
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
、
東
京
電
力
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
全
数
公
開
を
開
始
し
、
そ
の
中
で
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
や
放

射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
と
い
っ
た
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
は
、
数
値
デ
ー
タ
の
形
で
公
表
し
て
き
て

お
り
、
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
中
に
は
、
処
理
が
十
分
で
な
い
た
め
に
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
が
除
去
し
き
れ

ず
基
準
値
を
超
え
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
公
表
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
は
、
規
制
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
、
東
京
電
力
に
加
え
、
基

本
方
針
に
基
づ
き
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
も
確
認
を
し
て
お
り
、
ト
リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
、
東

京
電
力
に
お
い
て
、
海
洋
放
出
に
先
立
っ
て
規
制
基
準
を
満
た
す
よ
う
に
海
水
で
大
幅
に
希
釈
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
組

を
通
じ
国
際
基
準
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
規
制
基
準
を
確
実
に
遵
守
し
、
安
全
に
万
全
を
期
し
た
上
で
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
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水
の
海
洋
放
出
を
実
施
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
原
子
力
機
関
の
専
門
家
が
、
複
数
回
来
日
し
、

科
学
的
か
つ
客
観
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
当
該
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
総
括
し
た
同
機
関
の
包
括
報
告
書
に
お
い
て

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
放
出
は
、
人
及
び
環
境
に
対
し
、
無
視
で
き
る
ほ
ど
の
放
射
線
影
響
と
な
る
」
と
結
論
付
け
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
二
千
二
十
三
年
十
月
に
行
わ
れ
た
同
機
関
の
専
門
家
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
も
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
は
計
画
ど
お
り
に
技
術
的
な
懸
念
な
く
進
ん
で
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

加
え
て
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
の
開
始
以
降
に
つ
い
て
は
、
「
総
合
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
」
（
平
成
二
十
三
年
八

月
二
日
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
整
会
議
決
定
、
令
和
五
年
三
月
十
六
日
改
定
）
に
基
づ
き
、
関
係
府
省
庁
等
が
連
携
し
て
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
周
辺
の
海
水
や
魚
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
を
迅
速
に
分
析
し
て
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
、
同
分
析
の
結
果
に
よ
り
、
こ
れ
ら
が
安
全
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
と

し
て
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

「
中
国
に
加
え
ロ
シ
ア
も
日
本
産
の
海
産
物
の
禁
輸
の
開
始
を
発
表
し
た
・
・
・
状
況
を
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

前
に
想
定
し
て
い
た
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
九
月
八
日
の
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
、
農
林
水
産
委
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員
会
連
合
審
査
会
に
お
い
て
、
野
村
農
林
水
産
大
臣
（
当
時
）
が
、
「
政
府
と
し
ま
し
て
は
、
日
本
の
水
産
物
が
全
面
的
に

輸
入
停
止
に
な
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
も
想
定
し
て
お
り
ま
し
て
（
中
略
）
風
評
影
響
対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
「
海
洋
放
出
前
に
十
分
に
そ
の
影
響
を
検
討
・
精
査
し
て
い
た
の
か
、
放
出
前
に
風
評
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
な

対
策
が
と
ら
れ
て
い
た
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
「
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
に
お
け
る
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
実
行
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
令

和
五
年
八
月
二
十
二
日
廃
炉
・
汚
染
水
・
処
理
水
対
策
関
係
閣
僚
等
会
議
・
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針

の
着
実
な
実
行
に
向
け
た
関
係
閣
僚
等
会
議
決
定
。
以
下
「
会
議
決
定
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し

て
国
内
外
に
対
す
る
情
報
発
信
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省
、
復
興
庁
及
び
農
林
水
産
省
が
運
営
す
る
「
魅
力
発

見
！
三
陸
・
常
磐
も
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
通
じ
た
水
産
物
の
継
続
的
な
消
費
拡
大
、
一
時
的
な
買
取
り
及
び
保
管
へ
の
支

援
等
の
た
め
の
三
百
億
円
の
基
金
の
措
置
や
、
漁
業
者
支
援
の
た
め
の
五
百
億
円
の
基
金
の
措
置
等
を
そ
れ
ま
で
に
行
っ
て

き
た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
で
も
な
お
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
地
域
や
業
種
を
限
定
し
な
い
個
別
の
事
情
に
応
じ
た

適
切
な
賠
償
を
行
う
よ
う
、
東
京
電
力
を
指
導
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
組
を
踏
ま
え
、
会
議
決
定
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に
お
い
て
は
、
「
現
時
点
で
準
備
で
き
る
万
全
の
安
全
確
保
、
風
評
対
策
・
な
り
わ
い
継
続
支
援
策
を
講
じ
て
」
い
る
と
し
、

ま
た
、
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
諸
外
国
に
よ
る
科
学
的
根
拠
の
な
い
輸
入
規
制
措
置
等
へ
の
対
策
と
し
て

・
・
・
臨
機
応
変
な
対
策
を
講
じ
万
全
を
期
す
」
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

こ
れ
ま
で
、
御
指
摘
の
「
日
本
産
の
海
産
物
の
禁
輸
」
に
対
し
て
は
、
会
議
決
定
等
に
基
づ
き
、
臨
機
応
変
に
対
応
を
進

め
て
き
て
お
り
、
「
場
当
た
り
的
な
対
応
に
な
っ
て
い
な
い
か
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 


